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１．研究の背景と目的 

幼稚園教育について教職課程コアカリキュラム 1)

では「各領域の特性や幼児の体験との関連を考慮

した情報機器及び教材の活用法を理解し、保育の

構想に活用できる」「子供たちの興味・関心を高

めたり学習内容をふりかえったりするために、幼

児の体験との関連を考慮しながら情報機器を活用

して効果的に教材等を作成・提示することができ

る」ことが求められている。 

幼児期における ICT 利用に対しては、好ましく

ないとする意識が従来から強かった。しかし近年、

乳幼児が利用できるメディアが多彩になったこと

により、その教育効果と課題について新たに検討

する必要性が提言されており 2)、ICT を活用した保

育・幼児教育実践も報告されている 3)4)。加えて家

庭におけるインターネット利用の低年齢化も進ん

でいる 5)。 

 本研究では、園児のプログラミング実践を通し

て保育者ならびに保育者養成課程の学生の意識を

調査し、保育者養成課程における情報教育の在り

方について考察した。 

 

２．実践結果 

 前年度の実践では学生が相互に講師役と参加者

をロールプレイングしたうえで、幼児と小学生対

象のプログラミングの公開講座でファシリテータ

ーを行ったことで、ICT を活用した保育実践につ

いて理解が深まり、同時に学生のプログラミング

に対する意欲も高まる効果があった 6)。 

 今年度は小学校との接続を念頭に幼児段階での

プログラミング活動を検討する準備として、幼稚

園で園児を対象としたプログラミング実践も実施

した。協力が得られた幼稚園は全て ICT を利用し

た保育実践を既に行っている幼稚園である。実践

の結果、園児は自分の表現したいものを表すため

に試行し、互いに教え合う姿が見られたが、機器

トラブルなどの導入に際しての課題もあった 7)。 

 合わせて保育者側の導入課題から保育者養成課

程の情報教育を考察した。保育に ICT を導入する

際には、保育者が ICT を利用できるか導入方法の

理解や導入時の負担の検討も必要であるため、学

生および保育者の意識を調査した。学生はファシ

リテートを 2 回行った後、実際に園児に対して講

師として 2 度の実践を行った。実践に参加した 7

名の学生にアンケート(Ⅰ)をとった。また幼稚園教

諭を対象とした ICT 活用講座の中でもビスケット

を教材としてプログラミングを行った。ただしこ

ちらの講座では保育実践は行っていない。参加し

た教諭 16名を対象にアンケート(Ⅱ)を行った。 

プログラミング経験では学生は 4 名が入学前に

プログラミングの経験があり、その言語はビスケ

ットとスクラッチであった。うち 1 名は VBA と

Basic の経験もあった。3 名は経験がないと答えた。

プログラミングは 2020 年から小学校で必修となり、

以降段階を経て中学校でも扱われ、高校ではより

高度なプログラミングが活用される予定である。

しかし現在高校でのプログラミングの経験は学校

により大きく異なる様子が見受けられる。しかし

教諭は経験ありが 0 名、7 名はプログラミングが何

か知ってはいると答え、8 名が知らないと答えた結

果と比較するとプログラミング経験は増えている。 

小学校のプログラミング必修化について表１の

結果となった。公開講座に参加した保護者を対象

とした調査 7)では 82%の保護者が必修化を知って

おり、うち 35%は必修化のねらいについても知っ

ていたのに比べ、学生や保育者の認知は低い。 

 

表１ 小学校プログラミング必修化の認知 

人（％） 学生 教諭 保護者 

ねらいまで 0(0%) 1(6%) 6(35%) 

知っている 4(57%) 9(56%) 8(47%) 

知らない 3(43%) 6(38%) 3(18%) 
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ビスケットプログラミングについては学生の 6

名が面白く興味深かったと答えており、1 名が難し

かったと答えた。将来保育に取り入れたいとも 5

人 71%が答え、前年度の実践同様、実践を通して

プログラミングに親しみ興味が高まることがうか

がわれる。この傾向はプログラミング経験のない

保育者も同様で 14 人が面白く興味深かったと答え、

2 名のみが難しかったと答えた。今後保育の実践に

取り入れたいとの答えも 13人 82%と高かった。 

プログラミング実践による保育の 5 領域につい

ての期待は図１の結果となった（〇’が学生）。 

 

学生保育者共に「表現」領域と「人間関係」領

域への期待が大きい。園児らに表現したいものを

試行して作ろうとする姿、教え合う姿が見られた

ことからも、これらの領域に対する保育実践に活

用できる判断されている。一方「環境」領域に対

して学生は低く判断したが、保育者は、ある程度

の期待があり差があった。活動について現場の保

育者と協働し共に設計することで、活用領域を広

げられる可能性も考えられる。 

 

３．結論 

保育者を支援し、より質の高い幼児教育・保育

を実現するために ICT の利用が推進されているが、

園務の情報化に比べ幼児教育・保育実践での ICT

利用は園による差が一層大きい。幼児のプログラ

ミング実践を通じ、ICT 利用に対する期待が高め

られたが、未経験による不安もみられ、情報教育

における体験の不足をどのように解決するかが課

題である。保育者養成課程における情報科目の時

間数は少ないが、その中にプログラミングを取り

入れる意義と方法について今後も検討を続けたい。

また合わせて幼児の活動に効果的な実践計画の検

討も必要である。 

※本研究は 2019 年度岐阜聖徳学園大学研究助成

『子どものデジタル創作活動におけるブリコラー

ジュ的思考と創作性に関する研究』の支援をうけ

ています。 
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図 1 実践による保育領域への期待 
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